
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計

利用定員 14 14 18 16 16 19 97

在籍児童数 1 13 14 16 11 19 74

2 1 1 4

2 1 1 4

全
施
設

所見

職員

設備 ※既存の設備で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

※既存の職員で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

※左欄は乳児等通園支援事業の利用定員
　（既存施設の利用定員の内訳）

　平成２８年に保育所として開設、平成３０年には保育所型認定こども園に類型移行し、現在の運営におい
て特段の問題は生じていない。
　認可に求められる基準のうち、乳児等通園支援事業の運営に係る規程の提出を条件に、乳児等通園支援事
業として認可したい。
　なお、運営に係る規程の提出については、内部での決定の後、７月２日までに提出の見込みである。

乳児等通園支援事業の経営担当役員が社会的信望を有している - 社会福祉法人

実務を担当する幹部職員が、社会福祉事業に関する知識経験を有
し、利用者等を加えた運営委員会も設置している（又は経営担当役
員に、保育サービスの利用者および実務を担当する幹部職員を含ん
でいる）

社会福祉法人

年間事業費の2/12以上を現金で有している - 社会福祉法人

過去３年以上純損失を計上していない - 社会福祉法人

上記のうち定期利用

設備
以外
の
基準

法第34条の15第３項第４号に規定する欠格事由に該当しない 適 誓約書により確認

社
会
福
祉
法
人
・
学
校
法
人
以
外
の
み

経営に必要な物件が自己所有（国等からの貸与等を受けている）

- 社会福祉法人

-

既存
施設

事業内容

利用方法 定期、自由利用の両方実施

事業の定員

利用料金 一人１時間３００円

その他料金 （給食費）３２０円

給食提供の有無 有

実施日 月曜日から金曜日まで

実施時間 午前９時００分から午後２時００分まで

乳児等通園支援事業余裕活用型の認可について

概要

設 置 者 名 社会福祉法人山栄会

名 称 認定こども園サン・パティオこども園（保育所型認定こども園）

位 置 秋田市大町一丁目２－７

事業開始予定 令和７年８月１日



０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計

利用定員 10 10 10 30

在籍児童数 5 8 8 21

1 1 1 3

1 1 1 3

全
施
設

所見

　平成１６年に事業所内保育事業として開設、現在の運営において特段の問題は生じていない。
　認可に求められる基準のうち、乳児等通園支援事業の運営に係る規程の提出を条件に、乳児等通園支援事
業として認可したい。
　なお、運営に係る規程の提出については、６月の取締役会での社内承認後に提出の見込みである。

残高証明書により確認

過去３年以上純損失を計上していない 適
事業所内保育事業の運
営実績があり認可・確認
済み

乳児等通園支援事業の経営者が社会的信望を有している 適
事業所内保育事業の運
営実績有り

適 誓約書により確認

社
会
福
祉
法
人
・
学
校
法
人
以
外
の
み

適 自己所有

年間事業費の2/12以上を現金で有している

実務を担当する幹部職員が、社会福祉事業に関する知識経験を有
し、利用者等を加えた運営委員会も設置している（又は経営担当役
員に、乳児等通園支援事業の利用者および実務を担当する幹部職員
を含んでいる）

適

適 運営委員会を設置

事業の定員 ※左欄は乳児等通園支援事業の利用定員
　（既存施設の利用定員の内訳）

上記のうち定期利用

経営に必要な物件が自己所有（国等からの貸与等を受けている）

設備 ※既存の設備で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

職員 ※既存の職員で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

設備
以外
の
基準

法第34条の15第３項第４号に規定する欠格事由に該当しない

その他料金

既存
施設

事業内容

利用方法 定期、自由利用の両方実施

有

秋田市新屋鳥木町１－１７３

事業開始予定

利用料金 一人１時間３００円

実施日 月曜日から土曜日まで

実施時間 午前７時３０分から午後６時３０分まで

乳児等通園支援事業余裕活用型の認可について

概要

設 置 者 名 株式会社プレステージ・インターナショナル

名 称 オランジェリー秋田第１保育園（事業所内保育事業）

位 置

令和７年８月１日

（給食費）４５０円

給食提供の有無



０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計

利用定員 7 6 6 19

在籍児童数 2 2 8 12

7 6 6 19

7 6 6 19

全
施
設

所見

　平成２８年に事業所内保育事業として開設、現在の運営において特段の問題は生じていない。
　認可に求められる基準のうち、乳児等通園支援事業の運営に係る規程の提出を条件に、乳児等通園支援事
業として認可したい。
　なお、運営に係る規程の提出については、６月２３日の役員会での決定後に提出の見込みである。

残高証明書により確認

過去３年以上純損失を計上していない 適
事業所内保育事業の運
営実績があり認可・確認
済み

乳児等通園支援事業の経営者が社会的信望を有している 適
事業所内保育事業の運
営実績有り

適 誓約書により確認

社
会
福
祉
法
人
・
学
校
法
人
以
外
の
み

適 貸主が県

年間事業費の2/12以上を現金で有している

実務を担当する幹部職員が、社会福祉事業に関する知識経験を有
し、利用者等を加えた運営委員会も設置している（又は経営担当役
員に、乳児等通園支援事業の利用者および実務を担当する幹部職員
を含んでいる）

適

適 運営委員会を設置

事業の定員
※左欄は乳児等通園支援事業の利用定員
　（既存施設の利用定員の内訳）

上記のうち定期利用

経営に必要な物件が自己所有（国等からの貸与等を受けている）

設備 ※既存の設備で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

職員 ※既存の職員で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

設備
以外
の
基準

法第34条の15第３項第４号に規定する欠格事由に該当しない

その他料金

既存
施設

事業内容

利用方法 定期、自由利用の両方実施

有

秋田市八橋南一丁目１－３

事業開始予定

利用料金 一人１時間３００円

実施日 月曜日から土曜日まで

実施時間 午前７時００分から午後６時００分まで

乳児等通園支援事業余裕活用型の認可について

概要

設 置 者 名 株式会社TEAM CNA LIFE

名 称 し～な保育園（事業所内保育事業）

位 置

令和７年８月１日

（給食・おやつ費）３１５円

給食提供の有無



０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計

利用定員 15 18 18 17 16 16 100

在籍児童数 4 16 17 17 20 17 91

2 2 2 6

2 2 2 6

全
施
設

所見

　平成２２年に保育所として開設、現在の運営において特段の問題は生じていない。
　認可に求められる基準のうち、乳児等通園支援事業の運営に係る規程の提出を条件に、乳児等通園支援事
業として認可したい。
　なお、運営に係る規程の提出については、６月３０日の理事会での決定後に提出の見込みである。

社会福祉法人

過去３年以上純損失を計上していない - 社会福祉法人

乳児等通園支援事業の経営者が社会的信望を有している - 社会福祉法人

適 誓約書により確認

社
会
福
祉
法
人
・
学
校
法
人
以
外
の
み

- 社会福祉法人

年間事業費の2/12以上を現金で有している

実務を担当する幹部職員が、社会福祉事業に関する知識経験を有
し、利用者等を加えた運営委員会も設置している（又は経営担当役
員に、乳児等通園支援事業の利用者および実務を担当する幹部職員
を含んでいる）

-

- 社会福祉法人

事業の定員
※左欄は乳児等通園支援事業の利用定員
　（既存施設の利用定員の内訳）

上記のうち定期利用

経営に必要な物件が自己所有（国等からの貸与等を受けている）

設備 ※既存の設備で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

職員 ※既存の職員で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

設備
以外
の
基準

法第34条の15第３項第４号に規定する欠格事由に該当しない

その他料金

既存
施設

事業内容

利用方法 定期、自由利用の両方実施

有

秋田市山王二丁目１－２１

事業開始予定

利用料金 一人１時間３００円

実施日 月曜日から金曜日まで

実施時間 午前９時００分から午後５時００分まで

乳児等通園支援事業余裕活用型の認可について

概要

設 置 者 名 社会福祉法人若駒会

名 称 わかこま第一保育園（保育所）

位 置

令和７年８月１日

（給食費）３５０円（満１歳以上）、（ミルク/離乳食）５００円（０歳児）、（キャンセル料）５００円

給食提供の有無



０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計

利用定員 15 15 15 15 15 15 90

在籍児童数 9 16 14 15 17 14 85

2 2 2 6

2 2 2 6

全
施
設

所見

　平成２２年に保育所として開設、現在の運営において特段の問題は生じていない。
　認可に求められる基準のうち、乳児等通園支援事業の運営に係る規程の提出を条件に、乳児等通園支援事
業として認可したい。
　なお、運営に係る規程の提出については、６月３０日の理事会での決定後に提出の見込みである。

社会福祉法人

過去３年以上純損失を計上していない - 社会福祉法人

乳児等通園支援事業の経営者が社会的信望を有している - 社会福祉法人

適 誓約書により確認

社
会
福
祉
法
人
・
学
校
法
人
以
外
の
み

- 社会福祉法人

年間事業費の2/12以上を現金で有している

実務を担当する幹部職員が、社会福祉事業に関する知識経験を有
し、利用者等を加えた運営委員会も設置している（又は経営担当役
員に、乳児等通園支援事業の利用者および実務を担当する幹部職員
を含んでいる）

-

- 社会福祉法人

事業の定員
※左欄は乳児等通園支援事業の利用定員
　（既存施設の利用定員の内訳）

上記のうち定期利用

経営に必要な物件が自己所有（国等からの貸与等を受けている）

設備 ※既存の設備で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

職員 ※既存の職員で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

設備
以外
の
基準

法第34条の15第３項第４号に規定する欠格事由に該当しない

その他料金

既存
施設

事業内容

利用方法 定期、自由利用の両方実施

有

秋田市山王六丁目７－２６

事業開始予定

利用料金 一人１時間　３００円

実施日 月曜日から金曜日まで

実施時間 午前９時００分から午後５時００分まで

乳児等通園支援事業余裕活用型の認可について

概要

設 置 者 名 社会福祉法人若駒会

名 称 わかこま第二保育園（保育所）

位 置

令和７年８月１日

（給食費）０歳児５００円、１歳児から２歳児まで３５０円、（キャンセル料）５００円

給食提供の有無



０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計

利用定員 30 33 36 86 71 71 327

在籍児童数 9 31 32 53 52 66 243

5 3 3 11

5 3 3 11

全
施
設

所見

乳児等通園支援事業余裕活用型の認可について

概要

設 置 者 名 学校法人山王学園

名 称 認定こども園山王幼稚園・保育園（幼保連携型認定こども園）

位 置

令和７年８月１日

（給食費）３００円

給食提供の有無

秋田市山王中園町４－１５

事業開始予定

利用料金 一人１時間　３００円

実施日 月曜日から金曜日まで

実施時間 午前８時３０分から午後３時３０分まで

その他料金

既存
施設

事業内容

利用方法 定期、自由利用の両方実施

有

事業の定員 ※左欄は乳児等通園支援事業の利用定員
　（既存施設の利用定員の内訳）

上記のうち定期利用

経営に必要な物件が自己所有（国等からの貸与等を受けている）

設備 ※既存の設備で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

職員 ※既存の職員で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

設備
以外
の
基準

法第34条の15第３項第４号に規定する欠格事由に該当しない 適 誓約書により確認

社
会
福
祉
法
人
・
学
校
法
人
以
外
の
み

- 学校法人

年間事業費の2/12以上を現金で有している

実務を担当する幹部職員が、社会福祉事業に関する知識経験を有
し、利用者等を加えた運営委員会も設置している（又は経営担当役
員に、乳児等通園支援事業の利用者および実務を担当する幹部職員
を含んでいる）

-

- 学校法人

　昭和４８年に幼稚園として開設、平成２７には幼保連携型こども園として認可され、現在の運営において
特段の問題は生じていない。
　認可に求められる基準を満たしており、乳児等通園支援事業として認可したい。

学校法人

過去３年以上純損失を計上していない - 学校法人

乳児等通園支援事業の経営者が社会的信望を有している - 学校法人



０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計

利用定員 24 24 23 23 23 23 140

在籍児童数 7 23 24 25 26 28 133

1 0 0 1

1 0 0 1

全
施
設

所見

乳児等通園支援事業余裕活用型の認可について

概要

設 置 者 名 社会福祉法人大野保育園

名 称 大野保育園（保育所）

位 置

令和７年８月１日

（給食費）３００円

給食提供の有無

秋田市仁井田字西潟敷１１

事業開始予定

利用料金 一人１時間　３００円

実施日 火曜日から金曜日まで

実施時間 午前９時００分から午後１２時００分まで

その他料金

既存
施設

事業内容

利用方法 定期、自由利用の両方実施

有

事業の定員 ※左欄は乳児等通園支援事業の利用定員
　（既存施設の利用定員の内訳）

上記のうち定期利用

経営に必要な物件が自己所有（国等からの貸与等を受けている）

設備 ※既存の設備で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

職員 ※既存の職員で事業を実施（既存施設の利用定員の範囲内での子どもの受け入れ）

設備
以外
の
基準

法第34条の15第３項第４号に規定する欠格事由に該当しない 適 誓約書により確認

社
会
福
祉
法
人
・
学
校
法
人
以
外
の
み

- 社会福祉法人

年間事業費の2/12以上を現金で有している

実務を担当する幹部職員が、社会福祉事業に関する知識経験を有
し、利用者等を加えた運営委員会も設置している（又は経営担当役
員に、乳児等通園支援事業の利用者および実務を担当する幹部職員
を含んでいる）

-

- 社会福祉法人

　平成５２年に保育所として開設、現在の運営において特段の問題は生じていない。
　認可に求められる基準のうち、定款等の提出（社会福祉法人が乳児等通園支援事業を実施するにあたり必
要な第二種社会福祉事業「乳児等通園支援事業」の実施が確認できる定款の提出または定款の変更を理事会
で議決したことがわかる議事録の提出）および乳児等通園支援事業の運営に係る規程の提出を条件に、乳児
等通園支援事業として認可したい。
　なお、定款等の提出および運営に係る規程の提出については、６月２１日の理事会での決定後に提出の見
込みである。

社会福祉法人

過去３年以上純損失を計上していない - 社会福祉法人

乳児等通園支援事業の経営者が社会的信望を有している - 社会福祉法人


